
学
習
は
、
１
日
目
は
海
渡
雄

一
弁
護
士
、
桜
井
徹
日
本
大
学

教
授
を
講
師
に
招
き
「
目
白
押

し
の
悪
法
と
ど
う
闘
う
か
」

「
Ｊ
Ｒ
の
検
証
」
と
題
し
て
そ

れ
ぞ
れ
講
義
を
受
け
た
。

海
渡
講
師
か
ら
は
教
育
基

本
法
改
「
正
」
、
共
謀
罪
、
そ

し
て
憲
法
改
「
正
」
と
な
ぜ
次
々

に
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
、

ま
た
こ
れ
ら
が
ど
う
い
う
実
態

で
提
出
さ
れ
成
立
し
た
ら
ど
の

よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
の
か
が
、

米
軍
基
地
再
編
や
自
衛
隊
の
派

兵
の
実
態
を
交
え
詳
し
く
解
説

さ
れ
た
。

桜
井
講
師
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ

の
２
０
年
を
現
状
分
析
す
る
中

で
、
国
鉄
改
革
が
果
た
し
て
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
検
証
報
告
が

さ
れ
た
。
本
州
３
社
の
好
調
な

収
支
状
況
の
一
方
で
、
長
期
債

務
の
増
加
（
２
５
・
５
兆
円
か

ら
２
８
・
３
兆
円
）
、
３
島
、

貨
物
の
困
難
な
経
営
状
況
、
労

働
生
産
性
が
私
鉄
よ
り
も
上
が

る
中
で
（
国
鉄
時
よ
り
東
で
１

７
３
％
西
で
１
８
０
％
増
）
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
事
故
の
多

発
な
ど
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
世
界
各
国
の
民
営
化

の
分
析
か
ら
３
島
、
貨
物
問
題

を
ど
う
考
え
る
か
の
提
言
も
な

さ
れ
、
今
後
の
私
た
ち
の
取
り

組
み
の
１
つ
の
考
え
方
が
研
究

者
と
し
て
の
立
場
で
述
べ
ら
れ

た
。２

日
目
は
東
日
本
本
部
高
野

書
記
長
か
ら
「
東
日
本
本
部

の
取
り
組
み
と
課
題
」
と
題
し

て
、
中
労
委
を
介
し
た
和
解
の

経
過
と
意
義
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
「
こ

の
時
期
を
逃
す
こ
と
な
く
国
労

運
動
の
発
展
に
む
け
反
転
攻
勢

に
転
じ
て
い
こ
う
。
１
１
月
８

日
に
は
横
浜
で
平
成
採
用
者
の

加
入
が
あ
っ
た
。
組
織
全
体
で

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
こ
う
」
と
提
起
が
さ

れ
た
。
続
け
て
行
わ
れ
た
職
場

報
告
で
は

仙
総
支
部
高
橋

さ
ん
か
ら
「
協
力
会
社
員
の

死
亡
事
故
」
に
つ
い
て
、
ま
た

郡
工
支
部
の
橋
本
さ
ん
と

本
田
さ
ん
か
ら
は
「
ジ
ャ
ッ

キ
の
不
具
合
」
や
使
い
捨
て
車

両
と
会
社
が
言
っ
て
い
た
「
新

系
列
車
両
問
題
を
通
し
た
安
全

面
で
見
え
た
課
題
」
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
、
交
流
会
の
最
後

は
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
学
習
と

交
流
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。
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鳥
瞰
と
虫
瞰

先
日
、
小
田
実
氏
の
講
演

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

氏
は
、
こ
れ
か
ら
は
鳥
瞰

に
対
し
て
虫
瞰
（
虫
の
視
点
）

が
大
切
と
強
調
さ
れ
た
。
鳥

瞰
に
は
支
配
者
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
、
対
し
て
虫
瞰
（
こ

れ
は
氏
の
造
語
だ
と
思
う
が
）

は
、
大
衆
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
、
氏
が
言
う
と
う
な
ず
け

る
も
の
が
あ
る
。

私
が
関
わ
る
狭
い
社
会
に

も
鳥
瞰
と
虫
瞰
が
あ
る
。
も

の
ご
と
を
ま
と
め
る
際
に
よ

く
全
体
の
状
況
を
勘
案
し
て
、

な
ど
と
言
う
が
、
そ
れ
は
鳥

瞰
で
あ
り
、
虫
瞰
が
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
る
よ
う
な
感
じ

は
否
め
な
い
。

か
と
言
っ
て
虫
瞰
を
勘
案

し
過
ぎ
る
と
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。

私
と
し
て
は
、
虫
瞰
で
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
、
鳥
瞰
で
ま

と
ま
っ
て
、
そ
の
上
か
ら
俯

瞰
し
て
い
る
相
手
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
陣
立
て
に
す
る

の
が
良
い
と
思
う
の
だ
が
。

氏
か
ら
は
「
虫
が
良
過
ぎ

る
」
と
言
わ
れ
そ
う
だ
。

（
博
）

仙
台
支
社
は
仙
総
支
部
の
佐

藤
忍
さ
ん
に
対
し
、
１
２
月
１

日
付
で
小
牛
田
運
輸
区
運
転

士
と
し
て
発
令
し
た
。
佐
藤
さ

ん
は
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
直

前
の
８
７
年
、
新
幹
線
の
運
転

士
か
ら
駅
に
兼
務
発
令
さ
れ
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
・
プ
チ
カ
フ
ェ
・

営
業
セ
ン
タ
ー
・
鳴
子
駅
、
そ
の

後
は
出
向
で
利
府
の
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
で
車
両
の
清
掃
の
仕
事
な

ど
、
今
日
ま
で
差
別
的
な
扱
い

を
受
け
て
い
た
。

今
回
の
異
動
は
本
社
・
本
部

間
に
お
け
る
「
和
解
」
の
成
果

が
支
社
段
階
に
も
及
ん
で
き

た
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
佐
藤
さ
ん
が
言
う

よ
う
に
「
一
緒
に
運
転
士
復

帰
を
闘
っ
て
き
た
門
馬
さ
ん

が
復
帰
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
、
手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
」

の
で
あ
り
、
今
後
も
残
る

課
題
の
克
服
に
向
け
、
勧

告
書
の
履
行
を
一
つ
ず
つ

実
現
さ
せ
て
い
く
運
動

が
求
め
ら
れ
る
。

11
月
12
日
〜
13
日
、
岩
手
県
雫
石
町
に
て
「
国
労
東
北
３
地
本
活
動
家

交
流
集
会
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
、
40
名
（
仙
台
16
名
）
が
参
加
し
、
学
習

と
交
流
を
深
め
合
っ
た
。
こ
の
集
会
は
国
労
東
北
協
議
会
が
、
同
総
会
と

合
わ
せ
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

運転士復帰の喜びを語る佐藤さん



１
１
月
１
２
日
、
郡
山
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
福
島

県
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
に
立
っ
た
田
口
委

員
長
は
、
こ
の
間
の
昇
進
差
別

事
件
及
び
、
出
向
・
配
転
・
バ
ッ

ジ
等
６
１
事
件
の
和
解
に
触
れ

「
こ
の
和
解
の
意
義
を
真
摯
に

受
け
止
め
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の

到
達
点
と
し
て
総
括
し
、
新
た

な
運
動
の
前
進
に
向
け
て
団
結

し
て
い
く
こ
と
。
と
り
わ
け
Ｊ

Ｒ
不
採
用
事
件
は
重
要
な
局
面

を
迎
え
て
お
り
、
早
期
解
決
を

目
指
し
、
一
層
の
奮
闘
を
お
願

い
し
た
い
」
と
強
く
訴
え
た
。

大
会
討
論
で
は
１
３
名
の
代

議
員
か
ら
「
遠
距
離
通
勤
の
解

消
」
「
連
夜
作
業
の
実
態
」
な

ど
切
実
な
訴
え
の
他
、
こ
れ
ま

で
の
和
解
に
対
す
る
不
安
も
率

直
に
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な

討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
今
大
会
で
は
役
員
が
改

正
さ
れ
新
執
行
委
員
長
に
郡
山

信
号
通
信
区
分
会
の
小
檜
山
氏

を
選
出
。
山
積
す
る
課
題
を
組

合
員
の
団
結
で
解
決
す
る
こ
と

を
確
認
し
合
い
、
新
委
員
長
の

団
結
頑
張
ろ
う
で
、
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

ま
た
大
会
終
了
後
の
懇
親
会

で
は
福
島
県
支
部
を
長
年
に
亘
っ

て
牽
引
し
て
き
た
田
口
委
員
長
、

永
山
副
委
員
長
の
苦
労
を
労
っ

た
。

◇
２
０
０
６
年
度
執
行
体
制

執
行
委
員
長

小
檜
山
広
幸

執
行
副
委
員
長

大
越

喜
一

同

古
川

俊
次

書
記
長

吉
田

浩
一

書
記
次
長

歌
川

弘

書
記
次
長

佐
藤

正
彦

執
行
委
員

佐
藤

正
則

同

菊
地

尚
一

同

堀
切

彰

同

高
橋

寛

同

佐
藤

誠
一

同

山
田

明
彦

会
計
監
査

瀬
戸

利
弘

同

難
波

和
夫

７
回
目
を
数
え
た
闘
争
団
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
１

１
月
２
７
日
、
西
仙
台
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
初
９
月
２
７
日
に
開
催
す

る
は
ず
の
ゴ
ル
フ
大
会
で
あ
っ

た
が
、
大
雨
の
た
め
日
程
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
も
の
。

し
か
し
再
度
の
出
直
し
も
、

雨
に
祟
ら
れ
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
で
悪
戦
苦
闘
。
グ
リ
ー

ン
が
ま
さ
か
の
池
状
態
で
あ
っ

た
り
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し

い
思
い
出
に
な
っ
た
模
様
。

大
会
に
先
立
っ
て
木
村
大
会

実
行
委
員
長
か
ら
は
「
ス
ト
レ

ス
解
消
が
目
的
、
ス
ト
レ
ス
は

た
め
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
地

本
大
沼
書
記
長
は
「
Ｊ
Ｒ
東
と

の
和
解
が
あ
り
、
１
２
月
１
日

に
は
佐
藤
さ
ん
の
運
転
士
復
帰

が
実
現
す
る
。
不
採
用
問
題
で

は
第
７
次
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
が
出

さ
れ
る
な
ど
課
題
が
多
い
中
で

も
前
進
面
も
み
ら
れ
る
。
引
き

続
き
が
ん
ば
ろ
う
」
と
開
会
式

を
ま
と
め
た
。

今
大
会
は
、
郡
山
保
線
区
分

会
の
渡
辺
純
一
氏
が
優
勝
、
豪

華
商
品
と
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に

し
、
参
加
者
一
同
か
ら
拍
手
喝

采
を
浴
び
た
。

な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

は
１
０
，
８
１
０
円
の
協
力
を

頂
い
た
。
ご
協
力
に
感
謝
し
た

い
。
上
位
入
賞
者
は
以
下
の
通

り
。
（
敬
称
略
）

優

勝

渡
辺

純
一
（
郡
保
）

準
優
勝

佐
藤

誠
勇

（
貨
宮
）

３

位

八
木
沼
俊
晴

（
貨
宮
）

４

位

阿
部

貴
弘

（
郡
駅
）

５

位

大
槻

政
幸
（
仙
宮
運
）

６

位

横
山

治
男

（
郡
保
）

７

位

今
野

芳
信

（
仙
駅
）

８

位

高
嶋

昭
一
（
交
運
共
）

９

位

柳
田

利
幸
（
仙
総
）

１
０
位

横
山

静
夫
（
仙
総
）
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早
期
解
決
を
目
指
し
奮
闘
を

地
本
教
宣
部
で
は
各
支

部
や
分
会
、
班
ニ
ュ
ー
ス

は
勿
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
取
組
み
や
各
協

議
会
の
集
会
・
取
組
み

な
ど
の
報
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
事

で
も
結
構
で
す
。
地
方

本
部
へ
ど
ん
ど
ん
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（
財
）
国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「
国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」
と
あ
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上

大村実行委員長(右)から優勝カップを授与される渡辺氏


